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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年１月２１日 

件 名 高台まちづくりの実践に向けたモデル地区の設定について 

所管部課名 都市建設部企画調整課 総合防災対策室災害対策課 

内 容 

国及び都が推進する水害対策の一環である高台まちづくりの実践に向け

たモデル地区として、足立区が設定されたので報告する。 

１ 経緯 

国及び都は、令和２年１月に『災害に強い首都「東京」の形成に向け

た連絡会議』を設置し、荒川沿川７区へモデル地区の設定を提案するな

ど協議を進め、同年１２月１５日に高台まちづくりの実践に向けた方策

等をまとめた『災害に強い首都「東京」形成ビジョン』を公表した。 

２ モデル地区概要 

（１）検討テーマ

災害に強い拠点づくり構想の検討

（２）検討候補地

高台として整備予定がある都立中川公園のほか、コミュニティ・

タイムラインの検討や高規格堤防事業が進む小台・宮城地区等を想定

（３）主な検討内容

ア 公共施設等を活用した災害に強い拠点づくり構想の検討

イ 防災計画（コミュニティ・タイムライン策定、高台等を活用した

避難場所・防災拠点の配置計画等）の検討 

（４）検討体制

国、都、区等の関係機関が一体となった体制により検討を実施

（５）その他（別紙参照 Ｐ３）

足立区を含む荒川沿川７区が国及び都からの提案を受け、それぞれ

の検討テーマによりモデル地区として設定されている。 

３ 今後の予定 

総合防災対策室等の関係所管と調整の上、総合防災行政アドバイザー

のご意見を伺いながら、水害対策の強化に向けた具体的な方策について

国及び都と検討を進めていく。 

問 題 点 

今後の方針 

国や都が参加する体制の中で中川地区や小台・宮城地区の水害対策等に

ついて検討を行い、区民の安全の確保に向けた取り組みを進める。 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年１月２１日 

件 名 第二次足立区景観計画の策定について 

所管部課名 都市建設部都市計画課 

内 容 

第二次足立区景観計画（令和２年度～令和１２年度）（以下「計画」と

いう。）を策定したので、以下のとおり報告する。 

１ 計画の概要（別紙参照 Ｐ５～６） 

「保全・活用」「特定地区」「規制・誘導」の３つの施策群に再構築

し、施策ごとに設定した指標により、進捗状況を客観的に確認できる計

画とした。 

２ 今後の進め方 

景観計画推進部会の助言を受けながら具体的な取り組みを実施し、 

年１回、景観審議会の評価を受ける。 

３ その他 

令和３年３月までに計画の本編を印刷し、関係機関に配布する。 

問 題 点 

今後の方針 

景観審議会及び部会において、計画で定めた指標の進捗についてご意見

を伺いながら、着実に計画を推進していく。 
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１ 計画の目的  

 足立区は、平成２１年５月に「第一次足立区景観計画」を策定し、１０年間に生じた

景観に対する社会情勢の変化や新たな行政ニーズ等に対応し、計画の進行管理を行いな

がら実効性のある施策を推進するため、第二次足立区景観計画を策定します。 

２ 計画の目指すところ

第二次足立区景観計画では、良好な景観形成の先にある人々のくらしの質的豊かさの

醸成を見据え、上位計画の将来像実現に資するため、「足立らしい魅力ある景観でつくる 

親しみを感じる住環境と 心豊かなくらし ～ともに創る くらしのまち足立の景観～」

と改めます。 

３ 景観形成の施策群の体系

第二次足立区景観計画は、【保全・活用】を施策群１とし、「地区レベルの景観形成」を施

策群２【特定地区】と改め、施策群３【規制・誘導】の順序に再構築します（図１）。これ

に加えて重点的に実施する施策を追加し、景観形成施策を展開します。 

 

第二次足立区景観計画 概要版 

施策群２ 

【特定地区】 

施策群３ 

【規制・誘導】 

施策群１ 

【保全・活用】 

【協働・協創】 

点的・線的資源の活用と、
これを核とした面的景観
形成の推進 
・景観形成地区
・特別景観形成地区

点在する大規模な建築物等や
地区レベルでの景観の向上 
・景観法に基づく届出
・事前協議
・景観ガイドラインの作成

既存の景観資源の保全・
活用と新たな景観の形成 
・景観重要公共施設
・景観重要建造物
・景観重要樹木

図１ 第二次足立区景観計画における景観形成の施策群の体系 

公共施設の活用と景
観資源の保全・活用に
よる景観形成の推進 

景観形成地区と特別
景観形成地区の景観
形成の推進 

建築物等や屋外広告
物等の規制誘導によ
る景観形成の推進 

身近な景観への関
心と行動による景
観形成の推進 

別紙 

5



４ 景観形成の施策の構成                     

３つの施策群【保全・活用】【特定地区】【規制・誘導】を定め、短・中期的に実施する重

点的な施策を追加し、協働・協創による取り組みで効果的な景観形成を推進します。 

また、各施策の指標を作成し、ＰＤＣＡサイクルによる進行管理を行いながら、良好な

景観形成に取り組みます。 
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□ ＰＤＣＡサイクルによる進行管理 
□ 景観審議会専門部会における施策評価 
□ 計画期間の中間時点における検証・見直し 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

図２ 景観形成の施策の構成 

施策３-2 

建築計画等で景観の質を 

高める景観誘導を行う 

施策１-２ 

魅力ある景観資源を 

保全・活用する 

重
点
的
施
策 

新
た
に
加
え
る
施
策
の
方
向
性 

施
策
群 

施策１-１  

公共施設の活用と景観資源

の保全・活用による景観形

成を推進する 

 

施策２-１ 

景観形成地区と特別景観 

形成地区の景観形成を推進

する 

 

施策３-１ 

建築物等や屋外広告物の規

制・誘導による景観形成を

推進する 

 

施策群１ 
【保全・活用】 

 

施策群２ 
【特定地区】 

施策群３ 
【規制・誘導】 

継
続
的
施
策 

景観形成推進のための短・中期の重点的施策を加える 

景観資源や景観重要 
公共施設への意識を高める 

伝わりやすい事例による 
効果的な景観誘導を行う 

特定地区独自の 
景観の魅力を高める 

施策 2-2 

地域の個性を活かした 

まち並みをつくる 

 
〇景観の魅力を普及啓発し、連携するひとをつくる 
〇区民・事業者と景観をともに創る 
〇関係機関との連携体制を強化する 

協働・協創による 

施策の推進 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年１月２１日 

件 名 
足立区バリアフリー地区別計画（江北周辺地区）素案に関するパブリック

コメントの実施結果について

所管部課名 都市建設部都市計画課 ユニバーサルデザイン担当課 

内 容 

足立区バリアフリー地区別計画（江北周辺地区）素案に関するパブリッ

クコメントの実施結果について、以下のとおり報告する。

１ 実施期間 

令和２年１１月１６日（月）～令和２年１２月１６日（水） 

２ 提出者数及び提出方法 

（１）提出者数 ２名（４件）

（２）提出方法 区ホームページの意見受付フォーム ２名（４件）

Ｅメール 無し 

ＦＡＸ 無し 

郵送 無し 

窓口への持参  無し 

３ 意見の概要と区の考え方（別紙参照 Ｐ８～１１） 

４ 今後の予定 

年 月 内   容 

令和 3年 

2月 4日 

第 11 回足立区バリアフリー協議会を開催（パブリッ

クコメントに対する区の考え方を議論）（書面開催） 

2月下旬 
パブリックコメントに対する区の考え方を公表（区ホー

ムページへの掲載、担当課における閲覧及び配布）

3月 
建設委員会に地区別計画案を報告 

バリアフリー地区別計画（江北周辺地区）を策定 

問 題 点 

今後の方針 

今後も、面的なバリアフリー化の必要な地域において、足立区バリアフ

リー地区別計画を策定するとともに、策定済地区のバリアフリー化を着実

に推進していくため、バリアフリー協議会において進捗管理を行う。 

7



「足立区バリアフリー地区別計画（江北周辺地区）（素案）」に関する 

パブリックコメントの実施結果及び意見に対する区の考え方について 

１ パブリックコメントの状況 

（１）実施期間

令和２年１１月１６日（月）～令和２年１２月１６日（水）

（２）意見提出者数等

① 意見提出者数・意見件数 ２名・４件 

② 提出方法

ア 区ホームページの意見受付フォーム ２名（４件） 

イ Ｅメール ０名 

ウ ＦＡＸ ０名 

エ 郵送 ０名 

オ 窓口への持参 ０名 

２ 意見の順番構成について 

（１）バリアフリー地区別計画の対象施設についての意見 ３件

１）道路の設備や安全面に関すること ・・・ 1・2

２）地区別計画内の対象施設に関すること ・・・ 3

（２）バリアフリー地区別計画の対象外施設についての意見 １件

１）江北バス通り（東京都道３０７号線）に関すること ・・・ 4

意見番号 

別紙 
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３ 意見の概要及び区の考え方 

（１）バリアフリー地区別計画の対象施設についての意見 ３件

No. 寄せられた意見の概要 区の考え方 

1）道路の設備や安全面に関すること

1 歩道のガードレールの作り方について、

もう少しスペースを有効に使える工法を検

討しても良いように思います。 

杉並区の事例を示します。 

 道路の歩行者空間を確保するため、歩道

と車道を分離することがあり、その構造や

設置に係る法令や基準があります。 

まず、ご提示いただきました杉並区の事

例は、歩道を設けず、車道の一部を歩行者

が通行する部分とした場合、スペースを有

効に利用できるようガードパイプ等で区切

る工夫をしており、当区でも西伊興周辺の

区道等で、実施しております。 

また、歩道を設けた場合は、歩道と車道

を区切るブロックとガードパイプの基礎を

それぞれ設置する必要があり、区としても

歩行者空間を最大限利用できるよう、様々

な工法を活用しております。 

今後も、歩道をより安全に、効果的に利

用いただけるよう様々な事例を研究し、道

路の改修や改善に役立ててまいります。 
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No. 寄せられた意見の概要 区の考え方 

1）道路の設備や安全面に関すること 

2 江北三丁目 21番先の交差点がとても危

険な交差点と感じました。道路側の保育園

もあり、車も多方向から行き交うため、交

差点に立っていた時は、怖かったです。 

近隣に都営団地、保育園、包括支援セン

ターもあり、高齢者、幼児、地域住人の安

全を考えると信号とガードレールが必要な

交差点です。 

当該交差点は、一部の方向で見通しがき

くため、車のスピードが出やすい形状です

が、横断する歩行者にとっては、横断歩道

の待機場所が小さい等の課題があります。 

この地域を所轄している西新井警察署に

確認したところ、信号設置には、1時間当

たりの交通量や歩行者が待機する空間の確

保など諸条件が整う必要があり、調査や検

討など、設置までに時間を要します。 

信号設置以外にも、自動車等の運転者に

速度抑制の促す道路の路面標示や、歩道上

の横断抑止柵の設置等、速やかに実施でき

る取組みもありますので、所轄警察署等に

対して、信号設置に向けた協議を行うとと

もに、区としても路面標示の設置等の交通

安全対策を行い、誰もが安全に通行できる

交差点として改善を図ってまいります。 

 

2）地区別計画内の対象施設に関すること 

3 

 

道路を挟んで病院の真ん前にある 江北

平成公園ですが、道路側はきれいで、トイ

レの場所もわかりやすい場所にあり、防犯

でも見通しが良いです。一方 奥の方は 芝

生で見通しもよく、休むためのベンチや木

陰があり良かったのですが、休憩中、芝生

の中に犬のフンが多く、ニオイもあり、不

衛生に感じました。ペットのフンはどこの

公園でも悩まされていますが、周知の看板

を今より多く立てて、飼い主の目に入るよ

うにしても良いのではと思いました。 

江北平成公園では、週 3回シルバー人材

センターに委託し、清掃を行っています。 

ご指摘の芝生広場につきましても、注意

を払い犬のフンが放置されていた場合は、

清掃時に取り除き衛生管理に努めており、

現在では、犬フンが多い状況は確認できま

せんでした。 

今後、飼い主への注意喚起として、公園

の出入口付近にわかりやすい周知看板を新

たに設置し、引き続き衛生管理に努めてま

いります。 
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(２）バリアフリー地区別計画の対象外施設についての意見 １件

No. 寄せられた意見の概要 区の考え方 

1）江北バス通り（東京都道 307号線）に関すること

4 江北バス通りは、60年以上もこの危険

な道路のままです。 

江北バス通りは車道と歩道の区別なく、

ガードレールもありません。しかし、車や

自転車や歩行者の往来は多く、そうした整

備も長年行われていません。地域の方にも

危険な現状を理解いただき、地域ぐるみで

工夫出来ることはないか検討していただき

たいです。 

ご意見のありました江北バス通り（東京

都道 307号線）の現状については足立区と

しても認識しており、補助第 138号線の整

備により、江北バス通りの交通負荷の軽減

を期待しています。 

今後も引き続き、東京都をはじめとする

関係機関と協力し、地域の皆様からの地域

ぐるみでの工夫のご提案やご意見、ご協力

もいただきながら、周辺道路環境の改善に

向けて、事業推進を図ってまいります。 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年１月２１日 

件 名 区営関屋自転車駐車場の一時移転について 

所管部課名 都市建設部交通対策課 駐輪場対策担当課 

内 容 

 東京都の下水道工事（浸水対策）に伴う工事車両用仮設道路整備のため、

区営関屋自転車駐車場が一時移転することとなったので、下記のとおり報

告する。 

１ 施設概要 

施設名称 所在地 収容台数 

区営関屋自転車駐車場 足立区千住曙町 42－1 146台 

※ 一時利用駐車場４８台を含む台数
※ 移転先は現在地より約５０ｍ離れるが、屋根付等の利用環境は同等
である。

２ 移転期間 

令和３年２月１日（月）～令和５年３月末（予定） 

３ 移転場所 

【案内図】 

４ その他 

自転車駐車場の移設費用については、東京都が負担する。 

問 題 点 

今後の方針 

１ 利用者に対して看板及び口頭により移転時期等の周知を行う。 

２ 工事期間中の安全対策は、東京都下水道局と調整し徹底していく。 

一時移転先 

区営関屋自転車
駐車場 
現在の位置 墨堤通り 

足立郵便局 

京成本線 

牛田駅 

京成関屋駅 

下水立坑工事 

50ｍ 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年１月２１日 

件 名 【追加】花畑川環境整備事業について 

所管部課名 道路整備室工事課 

内 容 

花畑川環境整備事業の工事スケジュールと前回の委員会で質問のあった

事項について、以下のとおり報告する。 

１ 工事スケジュールについて（別紙１参照 Ｐ１６） 

（１）花畑川約１.４ｋｍを４工区に分け、全工区の完成まで１０年程度

を予定している。 

（２）工事は、以下のとおり進めていく。

ア 第１期工事 雪見橋～富士見歩道橋区間（区間②）

イ 第２期工事 桜木橋～六ツ木水門区間（区間④）

ウ 第３期工事 月見橋～雪見橋区間（区間①）

エ 第４期工事 富士見歩道橋～桜木橋区間（区間③）

（３）第１期工事｢雪見橋～富士見歩道橋区間」は、令和３年３月～５年

度で予定している。 

なお、富士見歩道橋の架替えは、第１期の工事完了後に実施してい

く。 

２ 前回の委員会で質問のあった事項について 

（１）河道幅について

河川の形状は、現河川が直線的に掘削された河川であることを踏襲

し、護岸の肩部（陸部と水が流れる河道部の境）は全線一直線とする。

これにより、散策路と河津桜を含め８ｍの陸部を配置する。 

護岸の肩部（陸部と水が流れる河道部の境）全線一直線 

橋 橋 

陸部幅 8ｍ（散策路と河津桜）

陸部幅 8ｍ（散策路と河津桜）

河道部幅 17ｍ ←花畑水門 六ツ木水門→ 

道路 

道路 
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（２）拠点部（公園に近接した花畑川）の整備について

雪見公園と六木第四公園、１号公園に近接した護岸においては、

１：２勾配の階段護岸を配し安全に河川に近づける構造を検討する。 

｢断面図｣ 

｢平面図｣ 

（３）両岸の道路（花畑川側道）について

車道の一部を植樹帯にする場合は、花畑川周辺事業所の大型車両の

通行や出入りに支障がある。 

（４）六ツ木水門と花畑水門の水門幅について

災害時の船による物資輸送は、隅田川と荒川の船着場から陸送する

計画である（別紙２参照 Ｐ１７）。 

水門幅は、物資を輸送する舟運を想定せず、カヌーや手漕ぎボート

がすれ違うことができる４.５ｍに設定した。 

（５）水門の耐震性について

国と東京都が、耐震性を備えた新たな水門を設置する。水門幅の設

定と耐震性は関係がない。 

１：０.５勾配の護岸 
１：２勾配の階段護岸 

雪見公園等 
側道 

陸部幅 8ｍ

陸部幅 8ｍ

階段護岸 

道路（花畑川側道） 

道路（花畑川側道） 

橋 橋 

雪見 

公園等 

※河道は、護岸肩部間の幅。

護岸肩部 護岸肩部 

※川幅は、花畑川の整備幅。 
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（６）地元意見の取り入れ方について 

第２期以降に整備する拠点部分などについては、第１期と同様に地

元の意見を聞きながら、整備内容を検討していく。 

（７）歴史的・文化的経緯の保存について 

花畑川の歴史的な経緯や文化的な価値等については、郷土博物館と

連携して資料の収集、保存と公開を行うとともに、事業展開の中で案

内看板を設置していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

問 題 点 

今後の方針 

第１期工事については、令和３年第１回定例会において、契約案件とし

て提出をする。 
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○工区割り図

花畑川約１.４ｋｍを４工区に分け、全工区の完成まで１０年程度を予定している。

六木第四公園 

１号公園 

第１期工事区間 

（令和３年３月～５年度を予定） 

雪見公園 

● 拠点部（花畑川に接した公園：雪見公園、六木第四公園、１号公園）

別紙１ 
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● 防災船着場設置済 

● 防災船着場未設置 

● 他区が設置・管理する防災船着場 

・各名称の後ろのカッコは、設置・管理者。 

・各名称の後ろの「坂」は、○が車両、△が人のみ

通行可能な坂路があることを示す。 

・※印の扇と千住は、設置及び管理が国又は区。 

 

○＋  災害拠点病院 

○病  災害拠点病院に近接 

○備  都の備蓄倉庫に近接 

○道  他県に連絡する被災地外の緊急輸送道路に近接 

 

【災害拠点病院】 

災害時に医療救護活動の拠点として、主に重症者の収容・治

療を行う病院。 

建物が耐震耐火構造であること、資器材等の備蓄があるこ

と、近接地にヘリポートが確保できること、などが求めら

れ、都は「東京都災害拠点病院設置運営要綱」に基づき指定

している。 

○＋ 苑田第一病院 

○＋ 博慈会記念総合病院 

○＋ 西新井病院 

⑩○病  都市農（区） 坂× 

①新田（国） 坂○ 

○道  志茂 

○道  神谷 
豊島 

堀船 

○病  荒川遊園 
○病  東尾久 

○備  三河島 

④宮城二丁目公園（区） 坂○ 

※⑤扇（国・区）坂○ ⑥西新井橋（区）坂○ 

⑧千住桜木（区）坂○ 

⑨○道  千住大橋（区） 坂○ 

③○備  千住（都） 坂△ 

※⑦○道  千住（国・区） 坂○ 

②足立（国） 坂○ 

○＋ 東京女子医科大学新東医療センター 

2km 

別紙２ 

荒 川 

隅 田 川 

東
武
伊
勢
崎
線 

国
道
４
号
線 

綾
瀬
川 

環状七号線 

中 

川 

尾
久
橋
通
り 

花 畑 川 

足立区防災船着場計画位置図 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年１月２１日 

件 名 島根四丁目地区地区計画の変更について 

所管部課名 
市街地整備室まちづくり課 中部地区まちづくり担当課 

都市建設部都市計画課 

内 容 

島根四丁目地区地区計画の変更の手続きを開始するので、以下のとおり

報告する。 

１ 理由 

本地区内において、マンション建設により道路整備が見込めない状況

や周辺道路の整備状況から、区画道路の規模や配置を見直すため。 

２ 位置図 

３ 地区計画変更の概要 

区画道路名 変更内容 変更前 変更後 

区画道路  7号 現況幅員に拡幅 4.0ｍ 4.0～5.4ｍ 

区画道路  8号 現況幅員に拡幅 5.5ｍ 6.0ｍ 

区画道路  9号 拡幅 5.0ｍ 5.0～6.0ｍ 

区画道路 10号 廃止 4.0ｍ ― 

地区計画区域 

環七北通り 

10 
8 

7 
9 

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

通
り
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４ 地区計画原案の周知 

足立区ユニバーサルデザインのまちづくり条例に基づく１６条説明会

は、新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため以下の代替措置を取る。 

  手法 

手続き 
16条説明会 説明会代替措置 

原案内容の

周知 

・ 関係権利者全員に説

明会の案内を送付・

郵送

・ 説明会参加者に原案

資料配布

・ 関係権利者全員に原

案資料を配布・郵送

意見聴取 
・ 説明会の質疑応答で

意見聴取

・ 16条縦覧前 2週間で

質問受付・意見聴取

５ 今後の予定 

年  月 内 容 

令和 3年  3月上旬 まちづくりニュースの配布 

令和 3年  4月上旬 都市計画法第 16条に基づく都市計画案の 

公告・縦覧 

5月中旬 都市計画法第 17条に基づく都市計画案の 

公告・縦覧 

7月 足立区都市計画審議会（審議） 

地区計画変更決定・告示 

問 題 点 

今後の方針 
令和３年７月の地区計画変更に向け、鋭意進めていく。 
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年１月２１日 

件 名 興野周辺地区まちづくり協議会（第１０回）の開催結果について 

所管部課名 
市街地整備室まちづくり課 

みどりと公園推進室みどり推進課 

内 容 

 興野周辺地区まちづくり協議会（第１０回）を開催したので、以下のと

おり報告する。 

１ 開催日時 令和２年１２月３日（木） 午後７時～午後８時３０分 

２ 場  所 西新井小学校 ３階 ランチルーム 

３ 参 加 者 地元町会自治会等 １２人 

４ 内  容 

（１）まち歩きの結果について

（２）興野周辺地区の区域の拡張について（別紙１参照 Ｐ２１）

（３）地区まちづくり計画（変更案）について

（４）公社興野町住宅新設公園の整備計画について（別紙２参照 Ｐ２２） 

５ 主な質疑 

Ｑ１：区域の拡張のラインがよくわからない。 

Ａ１：地区計画で道路を６ｍに拡幅すると道路境界が動くので、 

合わせた区域にしたい。 

Ｑ２：地区計画の何処を変更したのか、一目でわかる資料にした 

ほうが良い。 

Ａ２：説明会時には、わかりやすい資料を作成し、説明する。 

Ｑ３：新設公園にはトイレは設置されないのか。 

Ａ３：今回の整備にトイレの設置は考えていないが、将来の再配置 

の際は検討する。 

６ 今後の予定 

年  月 内 容 

令和 3年 2月 地区まちづくり計画住民説明会を新型コロナ

ウイルスの感染拡大防止対策により、郵送等

の代替措置で実施 

問 題 点 

今後の方針 

引き続き地区全体の地区整備計画策定に向け、周辺住民の意見を聞き丁

寧に進めていく。 
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広場ゾーン 【にぎわい】

○ 体操をしたり子どもたちが自由に走り回れ

る多目的な広場として整備。

○ 児童になってもまた遊びに来たくなるよう

な児童向けのクライミング遊具を設置。

○ 健康づくりをサポートする背伸ばしベンチ

を１基設置。

公 園 名：（仮称）興野町公園

広 さ：約3,200㎡（都市計画道路ができると約2,500㎡）

＜整 備 方 針＞

・子どもたちの「あそび」と「チャレンジ」の場を創出

・自然環境の保全による「みどりのうるおい」の空間を創出

・「いこい」と「コミュニケーション」の場を創出

＜整 備 内 容＞

・「幼児、広場ゾーン」の整備による「にぎわい」空間の創出

・「休息ゾーン」、「都市計画道路エリア」の樹木保全による「やすらぎ」空間の創出

・将来の道路形態がイメージしやすい3.5ｍの歩行者通路を整備

幼児ゾーン 【にぎわい】

○ 幼児を対象とした遊具を３基整備。

○ 子どもたちに人気のブランコと幼少期の創造力

を養う砂場を設置。

○ 周辺公園にはない個性を創出するため、複数人

でも楽しめるスプリングデッキを設置。

休息ゾーン 【やすらぎ】

○ 保護者が幼児ゾーン、広場ゾーンを見守り、

休憩できる空間を創出するため、テーブル

セットや縁台風ベンチを配置。

○ 風通しが良く、日差しを軽減するパーゴラ

を整備。付近には水飲みを設置。

0 5 10 20 50m

Ｎ

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾃﾞｯｷのｲﾒｰｼﾞ図 ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ遊具のｲﾒｰｼﾞ図

パーゴラのｲﾒｰｼﾞ図

テーブルセットのｲﾒｰｼﾞ図

都市計画道路エリア

幼児ｿﾞｰﾝ

広場ｿﾞｰﾝ

ﾌﾞﾗﾝｺ 砂場

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾃﾞｯｷ

ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ遊具

背伸ばしﾍﾞﾝﾁ

水飲み

ﾊﾟｰｺﾞﾗ

時計

透水性ｶﾗｰ舗装

ﾍﾞﾝﾁ

ﾍﾞﾝﾁ

ﾍﾞﾝﾁ

公園灯

花だん

花だん

幼児ゾーン

L=92ｍ

A=427㎡

出入口バリアフリー化

既存土留め化粧

黒色表示の樹木は既存

黄色表示の樹木は新植高木

（イチョウ）

出入口バリアフリー化

生垣+メッシュフェンス(H=1.8m）

花壇L=29ｍ、A=10㎡

駐輪場（10台程度）

L=23ｍ、A=19㎡

出入口バリアフリー化

桃色表示の樹木は新植高木

（ヤマザクラ）

緑色表示の樹木は新植高木

（シラカシ他）

花壇L=29ｍ、A=10㎡

休憩ゾーン

L=35ｍ、A=76㎡

透水性ブロック舗装

透水性ブロック舗装

透水性ブロック舗装

興野町住宅の建替えに伴う新設区立公園整備計画

を策定しました！！

令和２年４月と９月に計画案をお示しし、そこでいただいた意見を元に計画を策定しました。

なお、令和３年４月から着工（公社施工）、開園は令和４年１０月（足立区管理）の予定です。

[担当] 〒１２０－８５１０

足立区 みどり推進課 計画係

住所：足立区中央本町一丁目１７番１号 北館３階

東京都住宅供給公社

住宅計画部 建設推進課 土木係

電話：０３（３４０９）２２６１

電話：０３（３８８０）５４２３

FAX：０３（３８８０）５６２０

ﾒｰﾙ：midori@city.adachi.tokyo.jp

計画位置図

都市計画道路エリア 【やすらぎ】

○ 都市計画道路ができるまで3.5ｍの歩行者用

通路として利用（道路完成後は道路区域）。

○ 既存樹木を保全、緑地内にベンチを設置して

緑道としてのやすらぎの空間を確保。

広場ゾーン

L=92ｍ

A=588㎡

真砂土舗装 真砂土舗装

緑地

緑地

緑地

縁台風ベンチのｲﾒｰｼﾞ図

テーブルセット
縁台風ベンチ

別紙 ２
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建 設 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年１月２１日 

件   名 公園活用推進連絡会の開催結果について 

所管部課名 みどりと公園推進室パークイノベーション担当課 

内   容 

足立区パークイノベーション推進計画をＰＤＣＡサイクルによりチェッ

クし、今後の改善に反映させるため、「公園活用推進連絡会（※）」を開

催したので、以下のとおり報告する。 

※ 公園改修後の利用者調査の結果等に対して、学識経験者、区民団体

からご意見をいただくために、年１回開催している会議 

 

１ 開催概要 

（１）日 時 令和２年１１月２４日（火） 

午後２時１５分～午後３時２０分 

（２）場 所 足立区役所南館４階作業室 

（３）出席者 学識経験者、区民団体 ７名 

（４）構 成 

 名 称 出欠 備 考 

1 東京農業大学グリーンアカデミー 校長 
出席 学識経験者 

2 筑波大学 名誉教授 

3 古千谷小学校ＰＴＡ 会長  

 

出席 

 

 

 

 

区民団体 

4 子育てパパサークルあだっちパパ 代表 

5 足立区友愛クラブ連合会 会長 

6 足立区体育協会 副会長 

7 足立区肢体不自由児者父母の会 会長 

8 
足立区地域保健福祉推進協議会  

子ども支援専門部会 特別部会員 欠席 

9 保育事業者 

 

２ 内容 

（１）公園整備・改修工事の実施状況と利用調査の結果 

令和元年度下半期～令和２年度上半期（別紙参照 Ｐ２５～２６） 

（２）公園利用のきっかけにつながる情報発信（別紙参照 Ｐ２７） 

（３）昨年度の会議のご意見に対する回答（別紙参照 Ｐ２８） 
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３ 主な意見 

分 類 内 容 回 答 

1 

施設整備 

障がい者が利用しやすい公園に

するためには、「障がい者用駐

車場」の整備は必要である。 

【足立区友愛クラブ連合会会長】 

梅園のある大谷田公園

など、花の名所の公園

等に、障がい者用駐車

場を整備していく。 

2 

足立区の公園には、きれいなト

イレが多く、よく利用している。

今後、「だれでもトイレ」に変

わっていくと、利便性が高まる。 

【足立区友愛クラブ連合会会長】 

トイレの新設、建替え

を行う際は、地域の皆

様に相談し、原則、「だ

れでもトイレ」に変え

ていく。 

3 

公園利用 

公園の広場は、午前中は保育施

設の散歩や高齢者のグランドゴ

ルフなどで利用されている。利

用状況に応じて時間帯、曜日の

区分けをすれば、広場がより使

いやすくなる。 

【筑波大学名誉教授】 

【足立区肢体不自由児者父母の会会長】

すでに公園の広場を使

用するグループごとに、

曜日、時間帯、場所等

で使い分けているケー

スもあるが、利用状況

で区分けが必要な場合

は調整していく。 

4 

公園利用者と自転車がぶつか

らないように、入り口付近に駐

輪場があると安全である。 

【東京農業大学グリーンアカデミー校長】 

公園を整備する際は、

出入口付近に駐輪場を

整備していく。 

5 情報発信 

ＳＮＳによる情報発信は重要で

ある。どの公園に何があるか、

調べて公園を利用している方は

多い。 

【子育てパパサークルあだっちパパ代表】 

今後も「どの公園にど

の様な施設があるか」

等、公園の魅力を、チ

ラシの作成やＳＮＳで

発信していく。 

問 題 点 

今後の方針 

今後も公園利用者や地域の皆様のご意見を伺いながら、公園改修を進め

ていく。 
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1 公園整備・改修工事の実施状況と利用調査の結果（１）
（令和元年度下半期～令和２年度上半期）

5 梅田公園

6 梅島二丁目公園

4 島根みどり公園2 舎人十二号公園

3 入谷中郷公園

1 舎人七号公園

にぎわい

やすらぎ

凡例 公園の役割

舎人

箇所図

別紙
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整備･改修金額（按分）

・健康遊具
・ウォーキングコース
・ジャングルジム

・のぼり棒
・回転遊具
・ターザンロープ

・汽車舗装
・リンク遊具
・車いす用テーブル

・平均台
・うんてい
・ボルダリング

・ボール遊びコーナー
・大型すべり台（再生）

・トイレ撤去
・動物置物（再生）

テーマ

恐竜公園

遊具いっぱい
の公園

汽車遊具と
和風の庭の公園

身体が元気になる
わんぱく公園

砦のすべり台の
ある公園

サファリパーク
の公園

役 割

公園名

舎人十二号公園

舎人七号公園

入谷中郷公園

梅田公園

梅島二丁目公園

島根みどり公園

1

2

3

4

5

6

利用者数

前 後

20人 23人

7人 128人

20人 24人

－
新設 21人

100人 141人

134人 177人

やすらぎ

にぎわい

にぎわい

にぎわい

にぎわい

にぎわい

利用者数の考察

幼児・小学生対象の運動がで
きる遊具、近所の公園にない
遊具が集約され大人気。

汽車遊具をボリュームアップ
し、広場は多目的に利用でき
て好評。

古いトイレを撤去し、安心安
全につながる整備で好評。

ウォーキングコースや健康
器具が高齢者に好評。

近隣の小学校にアンケート
を行い遊具を選び人気にな
った。

ボール遊び広場や既存のす
べり台の魅力をアップし人
気になった。

整備・改修内容
面積

約2,840万円

約2,640万円

約3,265万円

約4,632万円

約4,000万円

約3,205万円

4,432.82㎡

5,105.62㎡

4,114.24㎡

1,213.01㎡

1,669.86㎡

1,362.72㎡

凡例 増加傾向 横ばい傾向

1 公園整備・改修工事の実施状況と利用調査の結果（２）
（令和元年度下半期～令和２年度上半期）

パークイノベーションによる公園整備・改修工事

平日6時間あたりの
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媒体

テレビ・新聞

高校生・大学生

1

2

（１）取材状況（令和元年度下半期～令和2年度上半期 ）

課 題 目 標

公園の魅力の取り組みをくり返し発信しないと
忘れられてしまうこと

時期やタイミングを捉えて効果的な情報発信をしていく

3

地方自治体

3件 テレビ（シブ5時、ネタドリ、J:com）
8件 新聞（日経、読売、産経、あだち朝日、

あだち読売、建通）

（西東京市）1件

3件ボール遊び/健康遊具

パークイノベーションについて
例：企業主体の横浜のユニクロパークなどと比較して

身近な公園の先進的な取組みとして紹介)

内容 件数等

対面説明

対面説明

公園の魅力①

公園の魅力②

「電車が見える＆ミニ列車に乗れる公園」 10回

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞリニューアル/SNS 3回
(令和2年は竣工後の下半期にPR予定)

「木陰の遊具であそぼっ」 7回

リニューアルオープン 6公園

トイレアートProject

・ホームページ
・SNS
・チラシ

SNS各1回/チラシ配布各2回など

媒体 内容 件数等

1

2

3

4

パークイノベーションについて

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ/SNS 各1回

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ/SNS 各1回

（２）情報発信状況（令和元年度下半期～令和2年度上半期）

２ 公園利用のきっかけにつながる情報発信

パークイノベーション・魅力ある公園づくりの取材・情報発信

27



1 多目的に使える広場がほしい

5 ボール遊びができる所が
ほしい

2 障がい者に配慮がほしい

4 トイレの塗装デザインを子
どもたちに描かせてはどうか

出入口、園路、テーブルのバリアフリー対応を進めていきま
す。

７ 公園名称を利用者に聞い
てつけてほしい

広場

ご意見 ご意見に対する回答属性 施設

舗装

駐車場 障がい者の方が使える駐車場整備を進めていきます。

3 「だれでもトイレ」にベビー
シートを設置してほしい

トイレ

整備

利用
管理

駅前や利用者が多い公園のだれでもトイレにベビーシート
を設置していきます。

ボール遊びコーナーは区内17か所設置を目指していきます。

６ ボール遊びができる公園
が少ない

「公園の広場でできるボール遊び」を掲示していきます。利用

あだちトイレアートProjectを継続します。
トイレの延命化も目的に、改修に合わせて魅力的な塗装を
していきます。

トイレ

新設･改修でニーズを確認し、バランスよく配置して
いきます。

ボール
コーナー

名称 公園整備のタイミングで名称を検討していきます。

３ 昨年度の会議のご意見に対する回答
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